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バ ル ト・ス ラヴ民俗学 におけ る ピウスツキ

伊 東 一 郎*

シベリア民族学者として知 られるプロニスワフ ・ピウスツキはザコパ ネに帰還後ポ

ーランド民俗学 とバル ト民俗学にかかわる論文をそれぞれ一篇ずつ発表 している
。本

稿の目的は従来比較的顧み られることの少なかったこのピウスツキのバル ト・スラヴ

民俗学に関する業績の紹介と位置付けならびに評価である。

1.「 リ トア ニ アの 十字 架 」

バル ト民俗学 に関す る彼 の 業績 は リ トアニア の 民衆芸術 として十字架 を 取上げた

「リトアニアの十字架」 で,ポ ー ランド語 とフランス語の二 つのヴ ァージ ョンがあ る。

最初 に発表 されたのは フランス語版で,Ginet-PilsudskiB.,Lescroixlithuanien.

ngs,漁 砺 〃8∬鉱∬85ぬ5'7α(漉oπ8汐 ψπ傭r6∫T.XX,1916[Plx$UDSKII916a]噛 で あ

る。 ポ』ラン ド語 の ものはPilsudskiB・ ・Krzy乞elitewskie,(Bibloteka``Orlego

lotu"Nr・3),Krak6w,1922[PzxSUDSKI1922]で あ るが,内 容は フランス語 と全

く同 じであ り,発 表時期が彼の死 後であることを考えあわせ ると,フ ランス語版 の翻

訳で あると考 え られ る。

フランス語版 のテキス トにはズヴ ィグロッキによる図版が付せ られているが,執 筆

当時 ピウスツキが本稿執筆のために リトアニアを訪 れた形跡 はな く,本 稿 は彼 のフィ

ール ド・ワークの成果ではな く
,主 に文献 と幼少 時の記憶 によるもの と思 われ る。

論文 の紹介 に移 る前にまず リトアニアと リ トアニア人 について簡単に述べ ておこう。

リトァニア人は印欧語族 バル ト語派 に属 す る言語で ある リ トアニァ語 を母語 とす る

民族 である。 自称は リェ トゥヴ ィア イ(Lietuviai)。 ロ シァの年代記 は10世 紀 前後 に

バル ト海沿岸地域に居住 していたバル ト諸族 の名を記 して いるが
,そ れ らのうちジム

ヂおよび リ トワが後 の リトアニア人 とな った。13世 紀 に統 一国家 を作 り,14世 紀 にポ

ーランドと連合 した
。 このためポーラン ドのカ トリック文化 の影響を強 く受 け,現 在

もカ トリックが最 も優勢 な宗教 とな っている。18世 紀 末にはポー ラン ドと共 にロシア
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領 となる。 ピゥスッキのこの論文が書 かれたの はこのよ うな状況 においてである。二

度 の世界大戦 で ドイッに占領 されたが,両 大戦下 に独立を達成 した。1940年 に ソビエ

ト連邦 に加 盟 し,リ トアニア共 和国 となる。

同 じバル ト族の国 ラ トヴ ィアとは異 り,リ トアニアは14世 紀以来ポー ラン ドの強い

影響下 に入 り,貴 族 ・知識人 は公用語 としてはポーラ ンド語 を用 いて きた。また この

14世 紀以来 リトアニアは事実上のポー ラン ド領 とな り,ミ ツキェヴィチを初 め とす る

多 くのポーラン ドの文学者 ・知識人を生 みだ している。

ピウスツキの この論文 は リトアニアの民衆芸術 の特異な ジャンル と して知 られる十

字架 を取上げて いる。 これは リ トアニアの道端 に しば しば見出され るもので,木 彫 り

の装飾で飾 られた彫刻 などを伴 っていた。 そ の な か で もおそ らくポーラン ド起源 の

もの と思われ る 「悲 しみのキ リス ト」 のモチ0フ はきわめて普及 していた[NARODY

EVROPEJSKOJCASTISSSRII:93]。 これは単純 な ラテ ン式の 十字架 が前 キ リス ト

教 的な装飾の影響下に変形 を重ねて,一 種 の祠 のようにな った ものであ る。

本論文の 冒頭で ピウスッキは リトアニアの民族史的な概観を し,論 文執筆 当時の戦

渦 を案 じて,戦 争を大 国が止めな けれ ばヨー ロッパ は墓 と十字架 の国 にな って しまう

だろ う,と 述べて いる。 この書出 しは,死 の直前 のこの時期 にピウスツキが「十字架」

とい うテーマを取上げた ことと考え合せて も暗示 的である。そ して彼の原稿執筆 の動

機 は明 らか に当時の ロシアの辺境 に過 ぎなか った リトアニ アの民族的独立性 を民俗学

的に示す ことにあ った。彼 の生まれたズー ウフは現在の リ トアニァ共和国の首都 ヴィ

ルニュスの近郊であ り,リ トアニ アは彼の故郷 であった。また ピウスツキ家の家系 は

リトアニアの公爵家 の出であった とい う伝説 があ り,リ トアニアは彼 にとって単 なる

地理 的な意味での故郷 に留 ま らず,民 族 的アイデ ンティティ0に もかかわる土地 だっ

たのである。

本論で ピウス ッキは造型芸術 と しての十字架を形態論的 ・歴史的 に分類 し,十 字架

上の装飾 の意味論的分析 を行 って いる。 ピウスツキはこの十字架上 の装飾を キ リス ト

教以前 の異教的 シンボ リズム,特 に太 陽を中心 とした天体崇拝 と結 びつ けて論 じてい

るが,こ れ は妥 当な ところであろう。 リトアニア神話 の特徴の一つ はそれが天体神話

を核 として構成 されて いることにあ るか らである。 またこの十字架 は婚礼に際 して,

疫病 の蔓延 した時,収 穫を祈願す る時などに立 て られ[GIMBuTAsl963:plate79],

そ の本質 は明 らかに非 キ リス ト教的な ものである。 ピウス ッキは この様 々な機会 に十

字架 を立て る リ トアニアの習俗の中に森林崇拝の影響を も見ている。

本論 の締 め くくりとして ピウス ッキは,異 民族 であるロシァの支配下 にあ る リ トア
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ニア民族 の文化 的独立の象徴 と して,こ れ らの十字架 を保存 し守 ってい くことを訴え

るのであ る。

さてここで リトァニア民俗学 における本論 の位置 につ いて考えてみ よう。ポー ラン

ド人 の学者で リトァニアの十字架 に注 目 し,最 初 に論文を書 いたのは シュキェヴ ィチ

W・Szukiewiczで,そ の 「ヴィルニ ュス県 に おける 装飾的十字架」Kry乞ezdobne

w gubernji Wilenskiej[SzuKIEwIGzl903]は"〃 漁"の17号(1903)に 発 表 さ

れている。 その後 ブ レンシュテインM・Brensztejnの 著 書 『ジムーヂ県 の十字架 と

祠一 リトアニ ア民族芸術資料』Kryzyzei kapliczkizmudzkie.漁 彦6磁り//sztuki

Zπ40z吻naLitzvie[BRENSZTEJNl906]が1906年 に クラクフで出版 された。 次 にバ

サナヴィチ ュスJ・Basanavi6iusの リ トアニア語 の著書 『考古学 か ら見 た リ トアニ

アの十字架』Lietuviu kryziai archeologijos svies(加[BASANAVICIUSl912]が ヴ ィ

ルニ ュスで1912年 に発行 される。 リ トアニアの十字架 を扱 った著作 としては ピウス ッ

キの論文 は これに次 ぐものであり,西 欧の言語 による もの と しては最初 の もの と思わ

れ る。以上 の先人の著作 は彼 の論文 にたびたび引用 されている。

内容的 には・ 本論文 は有名な彼 のアイヌ あ る い は ギ リヤーク関係 の論文のよ うに

長 い住込 み調査 の結果書 かれたものではな く,問 題提起的 な論稿 とい うよ りは多分 に

啓蒙 的な性格の ものであ る。 その意義は従 って西欧の言語 によ っておそ らく初 めて こ

の リトアニア の 民衆芸術 を 紹介 した点 にあると言え よう。 その後現われた西欧語 で

書 かれた リトアニア民俗学関係 の著作 には彼の本論文 はたびたび参考文献 と して取上

げ られて いる。 例 えば リトアニア 出身 の 美術史 家ユルギス ・バル トル シャイテ ィス

JurgisBartur蓉aitisは そ の著書Lithuanian Folk Art,M�chen,1948[BARTuR§AITIs

1948]の 一 章 を 「十字架 と祠」 にあてて いるが,そ の章 の文献 目録 の中に この ピウス

ツキの フランス語論文をひいている。

2.「 ポー ラ ン ド ・タ トラ山系 に お け る高 地 牧 畜 」

ピゥス ツキのスラヴ民俗学 に関す る,即 ちポー ラン ド民俗学 に関する業績 は主 にザ

コパ ネのタ トラ博物館における彼の活動 と結 びつ いている。 しか し論文の形で彼が書

き残 したのは ドイツ語で書 かれたGinet-Pilsudski B.,Almen-ViehzuchtimTatra.

GebirgeinPolen・ 「ポーラン ド・タ トラ山系 に お け る高 地 牧 畜」Schz�izerisches

オ76肋.宛7V�kerkunde,BandXX,1916[PlxSUDSKI1916b]の み であ る。著者 の名

に続 けてタ トラ協会民族学部門主任 という肩書 きが付 されている。興味深い ことは こ
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の論文が,上 述 の 「リトアニ アの十字架」 と同 じく 『スイス民族 学アル ヒーブ』 の し

か も同 じ号 に使用言語を変えて発表 されていることである。 ここには外 国での生 活の

安定を求 めての業績 作 りに努め る ピウスッキの急迫 した情況が うかがえ る。

論文紹介 の前 にまず論文の対象 とな っているタ トラ山系 について説 明 してお こう。

普通タ トリと複数形で呼ばれ るこの山系は,ポ ー ラン ドとス ロヴ ァキアの双方 にまた

がるカルパ テ ィァ山脈中の最 も高い山系で,そ の最高峰 は2655メ ー トル のゲル ラホ フ

スキーシュピッ ト山であ る。ポ ーラン ド側 には現在 タ トラ民族公 園があ り,そ の中心

はザ コパ ネである。 この地方にはグ ラー レと呼ばれる山岳民 が住 み,独 特な牧民文化

を展開 していた。 この地方 に牧 羊を伝 えたのはヴ ラフと呼ばれ るロマ ンス系の牧羊民

である。彼 らはこの地域に15-16世 紀 に植民 して きて羊 と山羊 の飼養 を広めた。 この

地域 では現在 に至 るまで羊 の季節 的移動が行 われている。ポ ドハ レの村か らタ トラ山

系 に向 うのが そのル ー トである[NARODY ZARUBEZNOJ EVROPYI:104]。

本 論文 も既 に紹介 した 「リトアニアの十字架」 と同様 に愛 国主義的 な動機か ら書 か

れていることはその文章 か らも伺 える。 ロシア領 であった故郷 リトアニアに対 して彼

が民族学者 と して活動 したザ コパ ネは19世 紀以来 オース トリア領 だったのである。

ピウスツキ自身の注釈 による と本論文 に付 せ られ た イラス トは1901年 に発行 され

た マ トラコフスキW.Matlakowskiの 『ポ ドハ レの ポーラン ド人 の 装飾 と民 具』

Z40う漉 θ細 γ之4鰯 ゆo`∫んゼθgoηαPo伽 伽,Warszawa,1901[MATLAKOWSKIl9011

か ら取 って おり,筆 者 の調査 ではテキス トさえ もかなりの部分が この著作の 「牧 畜」

の章(116-134ペ ー ジ)に 負 って いる。 ちなみにこのマ トラコフス キの著書 は上述 の

「リトアニ アの十字架」 にも引用 され ている。

さてこの論文はタ トラ山系 の牧羊民 の牧畜生活,チ ーズ作 りの実際 とフォーク ロァ

を紹介 した もので1),上 記 「リ トアニ アの十字架 」 と同様,啓 蒙的性格の強い論文 で

あ る。そ こには1912-3年 の ザ コパ ネにおける彼の フィール ド ・ワークの成果 がある程

度反映 されてい ることは明 らかで あろうが,し か し彼がザ コパ ネで採集 したといわれ

る民謡,諺,民 間医療 などにつ いてのデ ータ[KAPELIUS,KRZYZANOWSKIl982:586]

は 引用 されていない。 おそ らく彼 はザ コパ ネを去 る時に自分の採集 したデータを持 ち

出 した り,筆 写 した りす ることがで きなかったのであろ う。 このために本論文 では多

分 に記憶 と,お そ らく彼の手元 にあ ったマ トラコフス キの著書に頼 らざるを得 な くな

ったのではあ るまいか。

1)ポ ーランド・タトラ山系の牧羊民のチーズ作 りに関するビデオニテークが国立民族学博物館

に所蔵されている。 参照されたい。 また本論でピウスツキが紹介 している フォークロアには

「タトラ山の眠る騎士」の題で邦訳がある[小 沢1977:149-156]。
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3.結 論

全体 として言うならば,繰 返 しとなるが,以 上の二つの論稿は,彼 のアイヌやギ リ

ヤークについての論文のような,長 期にわたる観察と研究に基いた論文とは異なり,

多分に啓蒙的 ・紹介的な論文であると言えよう。それはしかし当時彼が置かれていた

情況を考えればやむをえないことであった。またその リトアニアとザコパネの民族文

化の紹介は,こ の両地域のロシアとオース トリアからの民族的独立を訴える,と いう

社会的な側面を持っていたことが文章表現から伺えるのである。そ して当時 リトアニ

ア,ザ コパネ両地域に関する西欧語による紹介論文が少なかったことを考えるな らば,

これ らの論文は当時の西欧の学界にとっても,「 民族の独立」 というピウスツキ自身

の悲願にとっても一定の意味を持つものであった,と いうことが言い得るであろう。
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